
名
称
及
び
員
数

内

容

所

有

者

所
有
者
の
住
所

会
津
の
か
ら
む
し
生
産
用
具

及
び
製
品

三
八
四
点

生
産
用
具

三
五
八
点

製
品

二
六
点

昭
和
村

福
島
県
大
沼
郡
昭
和
村

名
称
及
び
員
数

内

容

所

有

者

所
有
者
の
住
所

越
後
の
貸
鍬
用
具
二
六
六
点

貸
鍬
用
具

二
六
六
点

柏
崎
市

新
潟
県
柏
崎
市

高
岡
鋳
物
の
製
作
用
具
及
び

製
品

一
五
六
一
点

製
作
用
具

一
四
八
二
点

製
品

七
九
点

高
岡
市

富
山
県
高
岡
市

京
都
の
郷
土
人
形
コ
レ
ク

シ
ョ
ン

三
八
四
五
点

郷
土
人
形

三
八
四
五
点

財
団
法
人
イ
ケ
マ

ン
人
形
文
化
保
存

財
団

京
都
府
京
都
市

丸
亀
う
ち
わ
の
製
作
用
具
及

び
製
品

四
八
七
点

製
作
用
具

三
〇
二
点

製
品

一
八
五
点

丸
亀
市

香
川
県
丸
亀
市

与
論
島
の
生
産
・
生
活
用
具

一
〇
九
四
点

生
産
・
生
活
用
具
一
〇
九
四
点

菊
秀
史

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

名

称

所

在

地

保

護

団

体

本
海
獅
子
舞
番
楽

秋
田
県
由
利
本
荘
市
鳥
海
町

本
海
獅
子
舞
番
楽
伝
承
者
協
議
会

上
百
宅
講
中

下
百
宅
講
中

上
直
根
講
中

中
直
根
講
中

前
ノ
沢
講
中

下
直
根
講
中

猿
倉
講
中

興
屋
講
中

二
階
講
中

天
池
講
中

八
木
山
講
中

平
根
講
中

提
鍋
講
中

鴻
巣
の
赤
物
製
作
技
術

埼
玉
県
鴻
巣
市

鴻
巣
の
赤
物
保
存
会

三
戸
の
オ
シ
ョ
ロ
流
し

神
奈
川
県
三
浦
市
初
声
町
三
戸

三
戸
お
精
霊
流
し
保
存
会

小
菅
の
柱
松
行
事

長
野
県
飯
山
市

小
菅
柱
松
保
存
会

阿
万
の
風
流
大
踊
小
踊

兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
阿
万
上
町

阿
万
風
流
踊
保
存
会

八
代
妙
見
祭
の
神
幸
行
事

熊
本
県
八
代
市

八
代
妙
見
祭
保
存
振
興
会

平成™š年š月 日 水曜日 第œœ˜˜号官 報
c
民
主
党
交
付
し
た
月
日
４
月
2
0日

4¶
3
2
4¶
4
9
6¶
2
5
0円

７
月
2
0日

4¶
3
2
4¶
4
9
6¶
2
5
0円

1
0月

2
0日

4¶
2
2
8¶
0
8
6¶
2
5
0円

1
2月

2
0日

4¶
2
2
8¶
0
8
6¶
2
5
0円

小
計

1
7¶
1
0
5¶
1
6
5¶
0
0
0

G
G
G
G
G
G
G円

交
付
決
定
額

（
1
7¶
1
0
5¶
1
6
5¶
0
0
0円
）

d
み
ん
な
の
党

交
付
し
た
月
日
４
月
2
0日

9
0¶
3
7
5¶
0
0
0円

７
月
2
0日

9
0¶
3
7
5¶
0
0
0円

1
0月

2
0日

2
4
7¶
5
1
5¶
0
0
0円

1
2月

2
0日

2
4
7¶
5
1
5¶
0
0
0円

小
計

6
7
5¶
7
8
0¶
0
0
0

G
G
G
G
G円

交
付
決
定
額

（
6
7
5¶
7
8
0¶
0
0
0円
）

合
計

3
1¶
9
4
1¶
9
9
5¶
0
0
0

á
á
á
á
á
á
á円

〇
法
務
省
告
示
第
百
四
号

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
市

町
村
長
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
っ
て
戸
籍
事
務
を
取

り
扱
う
市
区
町
村
長
に
指
定
す
る
。

こ
の
指
定
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
効

力
を
生
ず
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
九
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

京
都
府
向
日
市
長

北
海
道
紋
別
郡
湧
別
町
長

北
海
道
阿
寒
郡
鶴
居
村
長

〇
法
務
省
告
示
第
百
五
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共

和
国
を
原
資
格
国
と
し
て
外
国
法
事
務
弁
護
士
と
な
る
資

格
を
承
認
し
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
九
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

氏

名

テ
イ
・
ビ
リ
ア
ン

生
年
月
日

千
九
百
七
十
一
年
六
月
十
六
日

国

籍

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国

〇
財
務
省
告
示
第
七
十
四
号

出
納
官
吏
事
務
規
程
（
昭
和
二
十
二
年
大
蔵
省
令
第
九

十
五
号
）
第
十
四
条
及
び
第
十
六
条
に
規
定
す
る
外
国
貨

幣
換
算
率
を
定
め
る
等
の
件
（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
財

務
省
告
示
第
四
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

し
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
九
日

財
務
大
臣

野
田

佳
彦

三
十
七
中
「
一
ボ
リ
バ
ル
に
つ
き
本
邦
通
貨
三
五
円
」

を
「
一
ボ
リ
バ
ル
に
つ
き
本
邦
通
貨
二
一
円
」に
改
め
る
。

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
三
十
一
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
に
掲
げ
る

有
形
の
民
俗
文
化
財
を
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
九
日

文
部
科
学
大
臣

ˆ
木

義
明

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
三
十
二
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
に
掲
げ
る

無
形
の
民
俗
文
化
財
を
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
九
日

文
部
科
学
大
臣

ˆ
木

義
明

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
三
十
三
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
九
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
三
月

九
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
表
に
掲
げ
る
有
形
の
民
俗
文
化
財
を
文
化
財
登
録
原
簿
に
登
録
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
九
日

文
部
科
学
大
臣

ˆ
木

義
明

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
三
十
四
号

重
要
無
形
文
化
財
長
唄
鳴
物
の
保
持
者
若
林
英
次
（
四
世
寶
山
左
衛
門
平
成
五
年
文
部
省
告
示
第
五
十
六
号
）
は
、

平
成
二
十
二
年
八
月
七
日
死
亡
し
た
の
で
、
当
該
保
持
者
の
認
定
は
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百

十
四
号
）
第
七
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
解
除
さ
れ
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
九
日

文
部
科
学
大
臣

ˆ
木

義
明
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